
心が動けば身体も動く

介護職の魅力とは
　介護職というのは人と人とが密接な関係を築き上げ、互いを思いやり、寄り添
うことが重要な仕事だと思っています。高齢化が進む現代において、介護職は社
会貢献度の高い仕事でもあります。ひとりの介護の手が何人もの高齢者の喜びや
助けになります。
　また、介護職を続けてきた中で、「心が動けば身体も動く」という言葉を大切
にしています。利用者さんとの関係を築き上げ、互いを思いやり寄り添うことで
自分が働くエネルギーにもなっています。その結果、多くの方から笑顔と感謝の
言葉を頂くこともあり、介護職を続けて良かったと日々感じております。介護職
は今後も需要の高い仕事であるので、介護の魅力は様々な形で見られるものだと
思います。

今までで1番嬉しかった経験
　様々な介護の場面で嬉しかった経験は多くあります。「ありがとう」の言葉も
もちろん嬉しいですが、「あなたが来てくれて良かった」「あなたに話したかっ
た」「あなただと安心する」という、心を開いて思いを伝えてくれたことです。
「あなた」というワードから頼られている、受け入れられていると感じた瞬間は、
介護職を続けていて間違っていなかったと思える瞬間でもあります。

今後の目標
　今後、キャリアアップも必要だと思いますが、それ以上に情熱をもって介護
職を続けている自分でありたいと思います。

   △グループホームきずな外観

　グループホームきずな

運営法人

住  所

電話番号

法  人  名 株式会社きずな

住  所  登別市新生町３丁目２１番地８

電話番号     0143-87-1122

写真

グループホームきずなは、住宅街の真中にあり、
地域住民と密接した環境にあります。家庭的で
穏やかな雰囲気のなか、ご利用者様お一人お一
人が安心して暮らせるように見守り、その人ら
しい生活を大切にしています。現在、常勤・非
常勤を含む１３名の職員が勤務し、寄り添う介
護を理念に掲げ、日々精進しております。

【お話を聞かせて頂いた職員】
　　　管理者　山田　さん


